
認知症：ともに新しい時代へ！

期待膨らむ 

国際会議の本格的な準備の年が明けました。

開催に大きな役割を担っている、

８人の皆さんからのメッセージをお届けします。

新春企画
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杉野 文篤
（国際会議組織委員、本人委員）

長谷川 和夫
（ 国際会議諮問委員、認知症介護研究・

研修東京センター名誉センター長）

中村 重信
（ 国際会議組織委員長）

　一昨年の認知症サミットは先進国による議論

の場でしたが、京都大会では開発途上国からも

参加予定です。開催準備関係者のご苦労に感謝

しつつ、国際社会への貢献に向けた日本の新た

な一歩になることを期待いたします。

　今度の国際会議が世界中に認知症の人と家族の

願いが届く国際連帯の場になることを心から祈っ

ています。そして、認知症の人と家族、支援者が

全国各地で拓いているケアの草の根運動の成果を

世界にアピールできる企画が実現したら嬉しいで

すね！

　学識者や専門家の発表に終わること

なく、当事者（認知症本人や家族）が

主体的に参加できる会議であることを

期待しています。当事者、特に認知症

本人が世界に向けて発言していかなけ

ればならないと思います。

　2017年、私たちの「家族の会」が再び国際会

議を開く期待にしっかりこたえましょう。準備

と運営等につとめ、新しい介護技法を学ぶ事を

望みます。世界の認知症の人と家族に希望と勇

気が与えられるように祈りましょう。
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　介護は命を守り生きることを支える

大切な営みです。苦しさや悲しみを軽

減し、病と共に幸せに生きるにはどの

ようなサポートが必要なのかを国際会

議で話し合い、希望と元気が湧く取り

組みになることを期待しています。

　ADI京都会議に国際認知症連合（Dementia 

Alliance international）の代表として参加でき

ることはとても光栄です。本人として私が話せ

るのは私自身のことだけです。でも、会議に出

席することができない人や、話すことができな

くなってしまった人々を代弁できるようベスト

をつくします。

　世界に先駆けて高齢化が進んだ日本がどのよう

な解決法を取ってきたのか、成功も失敗も含めて

両方の側面から知りたいと思います。認知症につ

いて政治的、社会的、個人的にどのように向上さ

せることができるか、ともに学びたいと思います。

　日本で行われている新しい認知症ケアの形を

学びたいと思います。さらに日本が今後、財源

の抑制とサービスの充実を両立させるためにど

のような方法で介護保険を改革していくのか、

何を目指していくのかを知りたいと思います。

第1回（1985年）「アルツハイマー病ケアの課題」

　▶ 当時は日本では「脳血管性」が多くアルツハイマー病は

少ないと言われていたが、外国は逆。アルツハイマー病

にどう取組むか、が課題であった。

第10回（1994年）「変革の10年」

　▶ 認知症への明確なテーマは見出せていなかった。しか

し世界の課題だという認識は強く、この年世界アルツ

ハイマーデー（9月21日）が制定された。

第15回（1999年）「私たちの課題　─新世紀に
向けて希望を創り出そう─」

　▶ 21世紀を控えて、次世代への期待感が込められた。日

本ではアリセプトの販売開始。本人と家族の希望が膨

らんだ。

第20回（2004年）「高齢化社会における痴呆ケア」

　▶ 日本で開催。ケアのあり方はどうあるべきかが関心事

であった。日本ではこの年の年末に「痴呆」が「認知症」

に替わった。

第25回（2009年）「世界が一つにつながろう」

　▶ 認知症は世界共通の課題であることが明確になってき

た。

第30回（2015年）「世界の課題、認知症“ケア・
治療・本人の経験”」

　▶ 本人の発言などにより本人を尊重することが当然のこ

ととなってきた。

第31回（2016年）「認知症：国際的な視点、地域
にあった解決方法」

第32回（2017年）「認知症：ともに新しい時代へ」

　▶ 日本で再び開催。本人も家族も尊重される新しい時代

への発展をめざす。

国際会議テーマから見る
世界の認知症ケア
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